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について、患者一人あたりの年間コストは既存モデルで 1， 259.16 米ドル、介
入モデルで 2,601.02 米ドルで、得られる質調整生存年はそれぞれ 6.81 年、7.27






ることで、より効果的かつ効率的な HIV エイズ対策が推進できると期待された。  
